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手引き作成の
経緯とMTDLP
との関連

 MTDLPは、OTの自立支援の視点である、

本人の主体的な意思を引き出し、それを基に実現可能な目標を設定し、

本人・家族・支援者が共有して協働しながら実現のための取り組みを行う、

作業療法の流れを分かりやすく提示し、地域支援に活かすためのツールです。

巻頭言より

 本手引きは、個人にとってのADL・IADL、つまり「生活行為」の課題解決の

一番の助言者として国から期待されている作業療法士が、

MTDLP の概念やツールの活用を念頭に置きながら、

地域包括ケアシステムのどのような場面（事業）で

どのような助言・指導・支援ができるのかを整理し、

それらをできるだけ具体的に示したものです。

 実際には、地域ごとに様々な事例や地域課題があり、

作業療法士が求められるすべてに応えられるわけではありませんが、

本手引きを一つのツールとして是非ご活用いただき、

協会・各士会・各会員間の一層の有機的連携をもとに、

各市町村における作業療法“士”ニーズの拡大を図る一助になることを願って

います。
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Ⅰ．地域包括ケア
システム参画に必要
な生活行為向上

医療でのリハでも介護領域でも、どのような障がいの過程であれ、生活課題の解決に向け、その人らしい生活を
地域で継続していくために、地域生活を見据えた働きかけを継続していくことが求められています。

生活行為は個人のADL、IADL、活動と参加の形・質であり、「生活行為向上」は
リハビリテーションが目指す「生活の復権」、「QOL の向上」そのものと言えます



Ⅱ 多(他)職種、
行政、地域との
連携のための
関係づくり

２．地域ケア会議・総合事業の評価と政策形成への提言
１）地域アセスメントの捉え方
２）都市部の地域課題と郡部の地域課題

３．個人のもつ課題と地域がもつ課題の関係性と
政策提言

１．行政・地域包括支援センターとの連携について
１）行政（地方公共団体）の仕組み
２）行政への働きかけ
３）期待される総合事業への関与とそのポイント



Ⅲ 地域ケア会議
と生活行為向上

・自立支援型ケアマネジメント
・書面模擬ケア会議
・資料の見方



Ⅴ 生活行為向上
のための生活課題
分析とその助言の
ポイント
【ADL 編】
【IADL、QOL編】

ADL、IADL、QOL に分け、
「地域ケア個別会議や短期集中サービスで見られる主な生活行為の課題」、
「活動がもたらす心身機能への効果」、
「活動の一般的な工程と課題に対する助言例」、
「活動の多様性と普遍的自立に向けた助言」、「事例」の順に、詳しく説明。
◎ADL １）入浴 ２）排泄 ３）食事 ４）更衣 ５）整容
◎ IADL・QOL １）調理 ２）掃除 ３）洗濯 ４）買い物 ５）QOL



Ⅳ 介護予
防・日常生活
支援総合事業
と生活行為向
上支援

１．介護予防・生活支援サービス事業への関わりと生活行為向上支援
・合意形成の場や事業の企画段階に関わること
・介護予防・日常生活支援総合事業分類について
・訪問型・通所型サービスC（短期集中予防サービス）への
・作業療法士の関わり方、作業療法士の役割（基本的姿勢と介入のポイント）
・介護予防ケアマネジメントへの作業療法士の関わり方

２．一般介護予防事業における作業療法士の役割
・関わり方と実践例、具体的内容



活用例、
DL方法

活用例
 地域ケア会議、地域支援事業での実践の参考にする

 だんだん仲良くなって相談を受けたり、市町村のニーズに応じ
た活動を提供する際の参考にする

 もちろん一人で対応しなくてよい。職場のリハ部門に相談して
検討してもよいし、県士会の委員会に相談してもよい。

 対応可能な範囲で、できる事を検討するための参考にする

DL方法
 協会HP 会員向け情報→

→生活環境・福祉用具支援

→地域包括ケアシステム推進委員会

→資料ー「地域包括ケアシステム参画の手引き」


